
わんぱく学園ニュース 
令和４年 ９月・１０月号   №２１３ 

障がいある人や、ひきこもり不登校の人たちとの明るい社会をつくるために  

 秋の七草の１つでもあり、８～１０月に傘状に集まった黄色の小花を 

多数つける花・・・そう・・女郎花（おみなえし）の花が咲く頃 

    。花言葉は「約束を守る」とか。 

 ご縁在り 東京都文京区水道にあります凸版印刷株式会社様と当法 

人は一緒にお仕事をさせて頂いております。 

 そのご縁を讃え私の歩む道に咲く女郎花に思いを寄せてみました。 

 

 

 そのきっかけとなったのは2017年5月19日 ＮＨＫのニュースウオッチ 

９で、当法人の活動を全国放送で放映。そのニュースを覧て下さった凸 

版印刷株式会社 人事労政本部 人財開発センター長 巽庸一朗様がそ 

のご縁をつなげて下さいました。又今回、お忙しい中ご寄稿頂きました 

こと、併せて深く感謝申し上げます。       ～土江和世～ 

女郎花（おみなえし） 足元つなぐ 花一輪 

「障がい者の自立支援と企業の人財開発」 

巽 庸一朗 

 

サポートセンターどりーむの皆さまと活動を始めてから、もう5年になり 

ます。凸版印刷の経営の基軸は「人間尊重」。選ばれた誰かではなく、 

社員一人ひとりが毎年成長することが何よりも重要であるとの考えに基 

づき、『無限の可能性、才能』というテーマで作品の制作を依頼しまし 

た。 

この取り組みは、サポートセンターどりーむのアーティストの皆さん 

に、私たちの人財開発、育成活動に対等のパートナーとして協力頂くた 

めのもので、あくまでもビジネスとして依頼をさせていただきました。 

出来上がった作品は51作品。その作品の展示会を入社式にあわせて開催 

し大好評になりました。 

 

こうして始まった活動は、現在、「可能性アートプロジェクト」という 

形に進化し、様々な実績を残しながら、毎年、継続展開されています。 

2018年、2019年は、京都長楽寺で作品展示会を開催し多くのメディアに 

も取り上げて頂きました。コロナ禍の2020年、2021年は、舞台を京都大 

徳寺瑞峯院に変えてのVR展示会に発展しました。インターネットでアー 

ティストの作品を全世界に発信することで、世界31か国の皆様にその素 

晴らしさを伝えることが出来ました。特に、昨年は、オランダからも 

アーティストに参加頂いたことで、より活動がグローバルに拡大しまし 

た。そして、今年はさらに、最先端技術を活用して、メタバース空間上 

での展示会も企画し、NFTの技術を活用して作品をデジタル化して販売 

を実施いたします。 

 

障がいを持つアーティストと最新テクノロジーを駆使して、対等の立場 

でコラボレーションすることは、そのプロセスにおいても多くの学びが 

あり、弊社の人財育成に、大きく寄与しています。 

 

私事で恐縮ですが、昨年7月に膵がんステージ3で平均余命11ヶ月の診断 

を受けました。そして年末に手術を行い、1ヶ月間生死を彷徨う状況に 

なりました。そんな時、サポートセンターどりーむのアーティストの皆 

様が、私の為に千羽鶴を届けてくださいました。 

今、何とか危機を乗り越え、仕事に復帰できているのも、アーティスト 



【巽センター長 プロフィール】 

 １９８７年凸版印刷株式会社入社 

 大手化粧品業界、酒類・飲料業界、自動車業界などのＳＰ系営業１８年 

 ２００７年販売促進部長、２００８年事業戦略部長を経て、２０１１年４月より 

 人財開発センター長 

の皆様からの支援があったからと心から感謝しています。 

 

今後も、障がいの有無に関係なく、お互いの個性を尊重しながら、新し 

い時代に向けて、WIN-WINの関係を継続、発展させていければと考えて 

おります。 

※ 凸版印刷株式会社様の事業「可能性アートプロジェクト2022」の 

  4つの取り組みチラシを、別紙に添付いたします。 

ＭＥＭＯ 

９月・１０月のメニューについて。 

※ 地域の活動に参加することもとても大切であると思い、わんぱく学園も８ 

  月はお休み。 

 

毎週日曜日、午前10：00～12：00まで開催。 

全てコロナ感染防止のための企画であり、必ず事前に事務局までお問い合わせ 

を。 

参加費は一人100円。 

■ ９月＆１０月の「わんぱく学園」活動について 

＊集合時間・集合場所：事務局までお問い合わせください。 

問い合わせ＆発行元  

〒691－0031 出雲市東福町156－1 ＮＰＯ法人サポートセンターどりーむ 

連絡先：ＴＥＬ＆ＦＡＸ：0853－62－4872   メール：art-art@amail.plala.or.jp 

当法人アーティスト 

 井上郁夫 作：女郎花の花 

mailto:sc-dream-kt@sky.plala.or.jp


さらに拡がっています！

可能性アートプロジェクト

４つの新しいご案内！！

1
「可能性アートプロジェクト展

2022 特設サイト」

可能性アートプロジェクトの総合サイトです。最新の情報や

作品一覧に加え、グッズ購入サイトやNFTの購入サイトへ

アクセスすることができます。

グッズ購入サイト
「かなえるプロジェクト」２

可能性アートプロジェクトに参加しているアーティストの作

品がグッズ化！気に入った作品があれば是非購入して

アーティストを応援してください。

見て、知って、
参加頂くことが
応援となります！

グッズの購入もアーティストの
支援（応援）に繋がります。



３ ソリューションサイト

凸版印刷（株）のソリューションをご紹介するサイトに

「可能性アートプロジェクト」のページができました！

支援の仕組みや２次利用についてご紹介しています。

メタバース空間での展示会！４
リアルでの展示だけではなく、メタバース空間でも展示を実施しております。

以下、アプリをダウンロード頂きまして、ぜひメタバース空間の展示会にもご参加ください。

遠方のご友人やご家族と一緒に同じ空間に入り、会話しながらご覧いただけます。

アプリ「メタパ®」のダウンロード方法や展示会への参加方法

アプリストアで
「メタパ®」で検索

好きなアバター
を設定

「可能性アートプロジェクト」
の部屋に入室

空間内に入場。 歩いてアートの
前に移動。

アートを自由に見る
ことができます！

スマホひとつで
メタバース空間へ！

まずはアプリを
ダウンロード！

「メタパ®」サービスサイト

※左記よりアプリをダウンロードできます


